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帰り

6回目5回目4回目3回目2回目1回目停 留 所 名

15:1013:3011:009:207:406:00石 巻 駅 前

15:1513:3511:059:257:456:05中 央 三 丁 目

15:1713:3711:079:277:476:07住 吉 町

15:1813:3811:089:287:486:08宮城交通石巻営業所

15:1913:3911:099:297:496:09大 橋 通 り

15:2013:4011:109:307:506:10開 北 町

15:2513:4511:159:357:556:15霊園ロータリー前

15:3513:5511:259:458:056:25３ － ３区 墓 域 前

6回目5回目4回目3回目2回目1回目停 留 所 名

16:1514:3512:0510:258:457:05３ － ３区 墓 域 前

16:2514:4512:1510:358:557:15霊園ロータリー前

16:3014:5012:2010:409:007:20開 北 町

16:3114:5112:2110:419:017:21大 橋 通 り

16:3214:5212:2210:429:027:22宮城交通石巻営業所

16:3314:5312:2310:439:037:23住 吉 町

16:3514:5512:2510:459:057:25中 央 三 丁 目

16:4015:0012:3010:509:107:30石 巻 駅 前

行き

時　　刻　　表

無
料
バ
ス
は
、
時
刻
表
を
ご
確
認
の
上
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

もももももももももももも
うううううううううううう
すすすすすすすすすすすす
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
おおおおおおおおおおおお
彼彼彼彼彼彼彼彼彼彼彼彼
岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸
でででででででででででで
すすすすすすすすすすすす

も
う
す
ぐ
お
彼
岸
で
す

　

お
彼
岸
は
、
マ
イ
カ
ー
で
墓
参
さ
れ
る
方
が
多
く
、
石
巻
霊
園
内
の
道
路

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
駐
車
禁
止
区
域
へ
の
駐
車
は
避
け
て
、
管
理
事
務
所

前
に
あ
る
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
駐
車
禁
止
区
域
外
の
路
上
は
全
区
域
「
片
側
駐
車
」
と
な
り
ま
す
。

斎
場
側
入
口
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

お
彼
岸
期
間
中
は
、
石
巻
霊
園
入
り
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
石
巻
斎
場
入
口
の

方
か
ら
も
石
巻
霊
園
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

供
物
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
が
せ
っ
か
く
墓
前
に
お
供
え
し
た
供
物
が
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
散
乱
し
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
か
ん
き
つ
類
は
蜂
が
寄
り
や
す
く
、
他
の
参
拝
者
に
も
危
険
が
及

び
ま
す
の
で
、
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
線
香
を
た
い
た
火
の
後
始
末
を
徹
底
し
、
火
災
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 
　

環
境
対
策
課
（
内
線　

・　

）

508

507

問金蔵寺 

斎場 

３－４区 ３－３区 ３－３区 

３－４区 

５－１区 

４－１区 

４－２区 ３－４区 

５－１区 

３
区 

龍
洞
院 

開
北
橋 

↓ 

↑ 

河
北
地
区 

２
区 

１
区 

４－５区 

管理事務所 管理事務所 

森林組合 

井内 

広場 

駐車禁止区域 

駐車場 

１－１区 

１－７区 １－７区 

４－１区 

４－２区 

３－２区 

３－６ 
区 
３－６ 
区 

卍 

卍 

石巻斎場入口 

→ 

　

市
で
は
、
北
鰐
山
墓
地
か
ら
他
の
墓
地
な
ど
に
墓

所
を
移
転
す
る
方
に
対
し
て
、
条
件
に
よ
り
祭
し
料

の
交
付
、
移
転
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
石
巻
霊
園
に
移
転
す
る
場
合
は
、
使

用
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
移
転
に
ご
協
力
願

い
ま
す
。

〜
墓
参
さ
れ
る
方
へ
お
知
ら
せ
〜

霊
園
行
き
無
料
バ
ス

　

運
行
日　

９
月　

日（
木
）

20

北
鰐
山
墓
地
の
移
転
に
ご
協
力
を

北
鰐
山
墓
地
へ
の
不
法
投
棄
・

　
　
　
　
　

車
両
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

石
巻
霊
園
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
に
お
願
い

石
巻
霊
園
へ
の
不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

北
鰐
山
墓
地
は
故
人
が
眠
る
安
ら
ぎ
と
追
慕
の
場

で
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
す
る
こ
と
は
故
人
の
霊
を

冒
と
く
す
る
行
為
で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
道
路
に
面
し
た
移
転
墓
所
の
跡
地
は
墓
参

者
用
の
駐
車
場
で
、
総
合
体
育
館
臨
時
駐
車
場
区
域

を
除
き
、
一
般
の
方
の
駐
車
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

墓
参
者
以
外
の
駐
車
や
車
両
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

市
の
霊
園
や
市
有
墓
地
の
使
用
者
が
死
亡
な
ど
で

変
わ
っ
た
と
き
や
、
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
市
民
課
へ
の
死
亡
届
や
転
居
届
の

届
け
出
と
は
別
に
、
環
境
対
策
課
へ
の
届
け
出
も
必

要
で
す
。
届
け
出
を
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
墓

地
の
使
用
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
合
併
や
住
居
表
示
変
更
に
と
も
な
う
住
所

変
更
の
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

石
巻
霊
園
内
の
ご
み
置
き
場
は
、
墓
参
者
が
供
物

や
花
（
持
ち
帰
り
が
基
本
原
則
）
を
置
い
て
い
く
場

所
で
す
。
一
般
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、
不
法
投
棄
扱

い
で
立
派
な
犯
罪
と
な
り
ま
す
。
一
般
ご
み
の
持
ち

込
み
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

問　

環
境
対
策
課
（
内
線　

･　

）

507

508
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公
立
深
谷
病
院
後
継
の
病
院
が
オ
ー
プ
ン

公
立
深
谷
病
院
後
継
の
病
院
が
オ
ー
プ
ン

　

公
立
深
谷
病
院
を
継
承
す
る
石
巻

ロ
イ
ヤ
ル
病
院
は
、
９
月
１
日
（
土
）

オ
ー
プ
ン
で
す
。

　

診
療
科
は
、
内
科
お
よ
び
リ
ウ
マ

チ
科
・
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
の
４
科
で
す
。病
床
数
は
、
一
般
病

床　

床
で
す
。

４２

　

ま
た
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ

か
や
」も
あ
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
病
院
と
し
て
、
新
た
に

採
用
さ
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な　

人
の
ス

４１

タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
公
立
深
谷
病
院
と
比

べ
小
さ
な
規
模
と
な
り
ま
し
た
が
、
計

画
的
に
順
次
規
模
を
拡
大
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性

　

石
巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院
で
は
、「
病
院

か
ら
退
院
を
勧
め
ら
れ
た
が
自
宅
に

戻
る
の
は
ま
だ
不
安
」
な
ど
の
患
者
の

声
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
よ
う

な
声
に
こ
た
え
る
た
め
、「
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
医
療
は
何
か
」
を
主
眼

に
将
来
展
望
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

啓
仁
会
コ
メ
ン
ト

　

こ
れ
ま
で
公
立
深
谷
病
院
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
歴
史
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
患
者

さ
ん
の
心
を
大
切
に
し
た
医
療
を
通

じ
、
皆
さ
ん
の
「
安
心
」
を
支
え
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

開
業
し
た
ば
か
り
で
患
者
さ
ん
な

ど
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、「
石

巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院
」
が
開
業
し
て
よ

か
っ
た
と
評
価
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
真
心

を
こ
め
て
や
さ
し
い
医
療
に
努
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
営
法
人
の
紹
介

医
療
法
人
啓
仁
会

　

所
在
地　

埼
玉
県
所
沢
市

　

設
立
年　

昭
和　

年
３３

　

施　

設

　

病
院
３
カ
所　

延
べ
病
床
数　

床
７４７

診
療
所
２
カ
所

　

介
護
老
人
保
健
施
設
３
カ
所
延
べ

定
員　

人
３４６

　

ほ
か
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
な
ど
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

問　

深
谷
病
院
企
業
団
整
理
室

　
　

�　

－

２
１
１
１

７３

　

市
で
は
、「
い
つ
も
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
、み
ん
な
で
支
え
あ
う
地
域

づ
く
り
」を
め
ざ
し
、平
成　

年　

月

１８

１１

に「
石
巻
市
地
域
福
祉
計
画
」を
策
定

し
ま
し
た
。

　

「
石
巻
市
地
域
福
祉
委
員
会
」は
、

地
域
福
祉
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
、

新
た
に
設
置
す
る
委
員
会
で
あ
り
、委

員　

人
の
う
ち
、２
人
を
公
募
枠
と
し

１２
て
委
員
を
募
集
す
る
も
の
で
す
。

　

あ
な
た
も
、地
域
福
祉
の
推
進
に
つ

い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員　

２
人

任
期　

委
嘱
の
日（　

月
の
予
定
）か

１０

ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

公
募
方
法　

地
域
福
祉
の
推
進
に
関

し
て
の
意
見
や
提
言
な
ど
を　

字
以

２００

内
に
ま
と
め
、住
所
、氏
名
、年
齢
、職

業
、電
話
番
号
を
記
載
の
上
、郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。応
募
さ
れ
た
方
に

は
、選
考
結
果
な
ど
を
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
間　

９
月
３
日（
月
）〜　

日
２１

（
金
）

申
・
問　

福
祉
総
務
課（
内
線　

）
６２６

〒　

－

８
５
０
１
（
所
在
地
記
載
不
要
）

９８６
石
巻
市
保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

－

３
４
５
４

２２

Ｅ
メ
ー
ル　

is
w
e
lfa
r
e
@
c
ity
.

is
h
in
o
m
a
k
i.lg
.jp

地
域
福
祉
委
員
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

 
『
石
巻
地
区
青
年
文
化
祭
』

実
行
委
員
・
参
加
者 
募
集

　

石
巻
地
区
の
青
年
パ
ワ
ー
を
結
集

し
、既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
、斬

新
で
価
値
あ
る
事
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
く
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
す
る
青
年
、青
年
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

趣　

旨

①
市
内
で
活
躍
す
る
青
年
の
文
化
活

動
や
芸
術
活
動
等
の
表
現
・
発
表
の

機
会
と
す
る
。

②
市
内
で
活
躍
す
る
青
年
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
機
会
と
す
る
。

③
青
年
が
核
と
な
っ
た
豊
か
な
街
づ
く

り
の
機
会
と
す
る
。

と　

き　
　

月
９
日（
日
）

１２

　

（
※
８
日
は
リ
ハ
ー
サ
ル
＆
準
備
）

と
こ
ろ　

遊
楽
館

募
集
内
容

◇
実
行
委
員

　

青
年
文
化
祭
の
企
画
・
運
営
に
参

加
も
し
く
は
協
力
い
た
だ
け
る
青
年

◇
参
加
者

①
ス
テ
ー
ジ
発
表（
郷
土
芸
能
、演
劇
、

音
楽
、ダ
ン
ス
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、発

表
な
ど
）

②
展
示
発
表（
絵
画
、書
道
、写
真
、

ア
ー
ト
全
般
、活
動
報
告
、研
究
発
表

な
ど
）

申
・
問　

大
会
事
務
局（
生
涯
学
習

課
）（
内
線　

）
６０５

　

F
A
X　

－

5
1
6
0

２２

  
第
３
回

  
「
結
婚
相
談
事
業
」

　

「
結
婚
相
談
事
業
」は
、結
婚
を
強

く
希
望
す
る
、独
身
の
男
女
お
よ
び
子

ど
も
の
幸
せ
を
望
む
親
を
対
象
に
、専

門
相
談
員
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
行
い
、良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会

い
や
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
送
る
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
も
の
で
す
。

と　

き　

９
月　

日（
金
）

２８

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ　

石
巻
中
央
公
民
館

対
象
者　

市
内
在
住
の
方

相
談
内
容　

結
婚
全
般（
出
会
い
、初

婚
・
再
婚
な
ど
）

主　

催　

石
巻
市
・
み
や
ぎ
青
年
交

流
推
進
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
し
込
み　

電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。〔
先
着
〕

定　

員　
　

人
１０

※
参
加
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守

し
ま
す
。

申
・
問　

総
合
政
策
課（
内
線　

･　

）

４９３

４９４


